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主要な施策と予算の概要

令和元年度の主要な施策と予算の概要をお知らせします
問政策財政課政策企画係☎516710

財政係☎516713
　市では、「第２次十和田市総合計画」に掲げる将来
都市像「～わたしたちが創る～希望と活力あふれる　
十和田」の実現に向け、将来の変化を見据えた持続可
能なまちづくりを進めています。
　令和元年度の予算編成に当たっては、人口減少対策、
公共施設などの老朽化対策などの課題に対応し、将来に

わたって健全で持続可能な行財政運営をしていくため、
抑制を中心とした行財政改革だけでなく、財政の健全
性が保たれる範囲において、限りある経営資源の中で
最大限の事業効果の発揮に努めるとともに、「第２次
十和田市総合計画」に掲げる目標の達成に向けた重要
施策などに優先的に予算を配分しました。

主要な施策
中心市街地の活性化中心市街地の活性化
・第２期十和田市中心市街地活性化基本計画に基づき、
（仮称）地域交流センターや公共交通拠点の整備に係る
　取り組みなどを進めます。

・「ふるさと皆館」を新たに「西コミュニティセンター」と
　して位置付け、コミュニティ活動を促進します。
・生活交通手段を確保するため、市街地循環バスやシャト
ルバスの運行期間やエリアを拡充して実施します。

地域共生社会の実現地域共生社会の実現

公共施設の整備公共施設の整備
・十和田市公共施設等総合管理計画に基づき、施設の耐震
　化・改修および更新・統廃合、解体などを進めます。
・市役所新庁舎の７月の開庁に向け、建設工事を進めます。
・三本木中学校校舎の11月の完成を目指します。
・市内全域に情報を迅速に伝達する、新たな同報系防災行
　政無線を整備します。
・（仮称）屋内グラウンドの来年春のオープンに向けた建
　設工事を実施します。
・老朽化の進む金崎Ａ、Ｂ団地、上平団地について、民間
　資金などを活用したＰＦＩによる整備に向けた取り組み
　を進めます。

観光振興観光振興
・（一社）十和田奥入瀬観光機構（十和田市ＤＭＯ）の観
　光を軸とした地域産業の連携により、地域の稼ぐ力を引
　き出し、地域経済の活性化に向けた取り組みを進めます。
・十和田八幡平国立公園ステップアッププログラム2020に
　基づき、ナショナルパークとしてのブランド化と訪日外
　国人旅行客の誘客促進を図ります。
・焼山地区活性化基本計画に基づき、十和田湖温泉郷・奥
　入瀬渓流館ゾーンの個別基本構想をまとめ、地域資源を
　生かした観光振興の取り組みを進めます。

一般会計当初予算の総額　354億８千万円（前年度予算との比較　33億３千万円増）
■歳入

歳入

67億67億5,9595,959万円万円
19.1％19.1％

市税市税

20億2,303万円20億2,303万円
5.7％5.7％

繰入金繰入金

92億7,100万円92億7,100万円
26.1％26.1％

地方交付税地方交付税

90億5,476万円90億5,476万円
25.6％25.6％

国・県支出金国・県支出金

８億5,382万円８億5,382万円
2.4％2.4％

その他その他（自主財源）（自主財源）

15億6,900万円　15億6,900万円　
4.3％4.3％

その他その他（依存財源）（依存財源）

59億4,880万円　59億4,880万円　
16.8％16.8％

市債市債

258億4,356万円258億4,356万円
72.8％72.8％

依存依存
財源財源

自主自主
財源財源

96億96億
3,644万円3,644万円
27.2％27.2％

（１万円未満は四捨五入）予算の概要

　市税は、前年度比
0.5％増の67億5,959
万円、地方交付税は、
同比2.0％減の92億
7,100万円を見込んで
います。
　また、市債につい
ては、大規模建設事
業の実施により、同
比35 . 2％増の59億
4,880万円を見込んで
います。

市税…市民税や固定資産税など市民の皆さんからの税金
繰入金…基金を取り崩したお金など
地方交付税…財政状況に応じて国から交付されるお金
国・県支出金…特定の公共事業などに対して国や県から交付されるお金
市債…道路や施設整備などに充てるために国や金融機関から借り入れるお金
その他…使用料、手数料、財産収入など（自主財源）や地方譲与税、
　　　　 地方消費税交付金など（依存財源）

用語解説【歳入】

歳出
116億5,498万円116億5,498万円
32.9％32.9％

民生費民生費

44億9,827万円44億9,827万円
12.7％12.7％

総務費総務費

30億7,720万円30億7,720万円
8.7％8.7％

衛生費衛生費

54億4,406万円　54億4,406万円　
15.3％15.3％

教育費教育費

27億8,918万円27億8,918万円
7.9％7.9％

土木費土木費

22億5,927万円　22億5,927万円　
6.4％6.4％

消防費消防費
３億4,315万円３億4,315万円
0.9％0.9％

その他その他
12億5,297万円12億5,297万円
3.5％3.5％

農林水産業費農林水産業費

28億3,181万円28億3,181万円
8.0％8.0％

公債費

13億2,911万円13億2,911万円
3.7％3.7％

商工費商工費■歳出

民生費…幼児や高齢者などの福祉に使うお金
総務費…市の全般的な事務などに使うお金
公債費…借り入れたお金の返済に使うお金
衛生費…各種健診、予防接種、ごみ処理などに使うお金
土木費…道路、公園、住宅などの建設や管理に使うお金
教育費…学校教育、スポーツ振興、生涯学習、学校建設などに使うお金
消防費…消防・防災事務に使うお金
農林水産業費…農林畜産業の振興などに使うお金
商工費…商工業・観光の振興に使うお金
その他…議会運営、労働事務などに使うお金

用語解説【歳出】

　教育費では、（仮称）屋
内グラウンド建設事業およ
び三本木中学校建設事業に
係る事業費の増加に伴い、
前年度比118.3%増の54億
4,406万円を見込んでいます。
　また、商工費では、ＤＭ
Ｏによる観光地域づくり事
業や国立公園満喫プロジェ
クト事業および中心市街地
活性化事業に係る事業費の
増加に伴い、同比68.8%増
の13億2,911万円を見込ん
でいます。


